
22２０１７．１０ 広報なかの

まちかどトピックス

　農業分野で障がい者を雇用し、就労促進と自立
を支援する「農福連携事業」。
　障がい者就労継続支援Ａ型事業所の認定を受け
た「株式会社アルビスファーム信州なかの」が開
所しました。椎

し い な

名昭
あ き お

夫社長は「住み慣れた地で生
きがいを持って暮らせる地域づくりを市と推進し
たい」と抱負を語り、新たな農業の形に期待を寄
せました。この日、入社した９人の社員は、ズッ
キーニやタマネギなどの栽培を行っていきます。

農福連携事業がスタート９/１
農業に新たな仲間が加わりました

９/７・８

　市内の各事業所で南宮中学校２年生が、自分に
合った職業を見つける参考のために職場体験学習
を行いました。
　岳南広域消防本部では、生徒5人が規律を大切
にし、敬礼など消防士にとって大事な動きを教
わっていました。生徒は、「仕事をしている人た
ちが大切にしていることを学びたい」などと、職
場体験２日間の抱負を語ってくれました。
【この記事は、市役所に職場体験にきた生徒が作成しました】

南宮中学校職場体験
中学生が頑張って取材しました

　市内小学校６校（中野・日野・高丘・長丘・科野・永田）
で運動会が行われました。
　長丘小学校では、赤組と白組に分かれ、短距離走や低学
年によるダンス、高学年による騎馬戦や組体操などが行わ
れ、盛り上がりをみせていました。借り物競争では、保護
者や卒業生、来賓の皆さんも競技に参加。児童たちとチー
ムを組み、「お題」を見つけた後にチーム全員で手をつなぎ、
笑顔でゴールしました。　　　　　　　　【写真：長丘小学校】

小学校運動会９/16
小学生たちが奮闘
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来入児のとき、泣きながら
旗拾いをしていた娘。今で
は、６年生です。娘の成長
を感じた運動会でした。
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　市内各地で秋祭りが開催されました。
　竹原神社では、御祭礼奉納煙火の花火が行われ、活気を
見せていました。それぞれの仕掛け花火の代表者が口上を
述べた後、仕掛け花火の導線に点火。「ピュー」と大きな
音を立て、導線を通い「糸火」が観客の頭上を駆け、仕掛
けに火が灯ります。「月」「嵐山」「紅灯籠」など６つの仕
掛け全てが成功し、花火の迫力と美しさに観客は感嘆の声
を上げていました。

竹原区　秋祭り９/21
104回目の伝統ある花火

　交通事故で、傷病者が 30 人発生したと想定する
訓練。岳南広域消防本部の消防隊、救急隊が出動
し、北信総合病院から他病院までの負傷者の転院
搬送先を決定するまでを訓練しました。
　救急隊は、治療の優先度決定と応急処置を行い、
直近の北信総合病院へ全傷病者を搬送。北信総合
病院では、災害対応マニュアルに沿って、傷病者に
対応。医療機関や警察、消防が連携を確認し、有
事の際に迅速な活動が行えるよう備えました。

多数傷病者事故対応訓練９/24
連携確認で災害に備える

　環境問題などを楽しみながら知ってもらう機会
として、中野市防災広場で「信州中野環境祭」を
開催しました。当日は、フードドライブや携帯電
話のリサイクル回収のほか、環境保全の取り組み
紹介ブースやエコ製品の展示・販売などで、にぎ
わいを見せていました。中野立志館高校の機械部
が提供するエコカー運転体験では、子どもたちが
機械部の部員たちと触れ合いながら、エコカーの
運転を楽しんでいました。

2017 信州中野環境祭
楽しみながら環境学習

９/24
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糸火も失敗なく、全ての花
火が成功しました。天気も
良く、お客さんに美しい花
火を提供できました。
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